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（
裏
面
へ
） 

                                

              

  

 

岸
田
内
閣

は

9

月

13

日
に
内
閣
改

造
を
行
っ
た

が
、
何
が
変
わ
っ
た
の
か
国
民
に

は
よ
く
見
え
な
い
ど
こ
ろ
か
、
目

的
は
来
年
の
総
裁
選
で
再
選
に

向
け
た
足
場
固
め
と
も
報
じ
ら

れ
て
い
ま
す
。
内
訳
も
5
人
の

女
性
閣
僚
は
入
っ
て
い
ま
す
が
、

副
大
臣
・
政
務
官
に
は
一
人
も
女

性
が
い
な
い
と
い
う
体
制
で
す
。 

さ
ら
に
、
ア
メ
リ
カ
に
は
寄
り

添
っ
て
い
る
が
、
日
本
国
民
に
寄

り
添
っ
た
動
き
を
し
て
い
な
い

こ
と
で
支
持
率
も
全
く
回
復
し

て
い
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。 し

か
し
な
が
ら
、
解
散
総
選
挙

が
い
つ
実
施
さ
れ
る
の
か
わ
か

ら
な
い
状
況
で
あ
り
、
連
合
も
逐

次
推
薦
議
員
を
決
定
し
て
い
ま

す
。 退

職
者
連
合
と
し
て
も
全
国

に
お
い
て
選
挙
に
向
け
た
体
制

を
整
え
る
た
め
に
、
各
県
で
の
対

応
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

定
期
総
会
以
降
、「
健
康
保
険

証
廃
止
の
撤
回
を
求
め
る
団
体

署
名
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が

10
月
中
に
は
厚
生
労
働
大
臣
と

デ
ジ
タ
ル
大
臣
宛
て
に
要
請
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
の
で
皆

さ
ん
の
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。 

「
2023
年
度
政
策
・
制
度
要
求
」

に
つ
い
て
は
、
地
方
退
職
者
連
合

に
お
い
て
、
地
域
の
要
請
内
容
を

含
め
て
各
自
治
体
や
政
党
に
対

す
る
要
請
行
動
お
よ
び
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
の
取
り
組
み
を
進
め

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

 

本
日
の
会
議
の
中
で
、
運
動
方

針
の
具
体
化
に
つ
い
て
全
体
で

確
認
を
し
て
、
今
後
の
運
動
を
進

め
て
い
き
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。 

   

ポ
イ
ン
ト 

◎
「
2023
年
度
政
策
・
制
度
要

求
」
は
、
来
年
１
月
３１
日
ま
で

に
各
地
域
の
要
求
を
加
え
て
、

地
方
退
連
か
ら
自
治
体
や
政
党

に
要
請
行
動
を
展
開
し
ま
す
。 

◎
社
会
保
障
制
度
に
関
す
る
学

習
会
開
催
や
介
護
保
険
制
度
見

直
し
へ
の
対
応
を
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。 

◎
地
方
連
合
会
や
地
方
ブ
ロ
ッ

ク
と
連
携
し
て
、
８５
万
人
組
織

を
目
標
に
組
織
拡
大
の
取
り
組

み
を
強
化
す
る
と
と
も
に
「
第

Ⅱ
期
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
（
2024

～
2025
）」
を
作
成
し
ま
す
。 

◎
地
方
退
連
に
お
け
る
「
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
の
取
り
組
み
方

針
」
の
議
案
書
掲
載
率
は
80
％

以
上
。
今
後
は
、
そ
の
実
行
に

向
け
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い

き
ま
す
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
学

習
会
を
2024
年
３
月
６
日
に
開
催

を
予
定
し
て
い

ま
す
。 

◎
環
境
問
題
を

は
じ
め
と
す
る

社
会
的
共
感
を

得
ら
れ
る
運
動

 

日
本
退
職
者
連
合
は
、
９
月
20
日
（
水
）、
東
京
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス

に
お
い
て
、「２
０
２
３

年
度
運
動
方
針
」
の
具
体
化
に
向
け
て
地
方
代

表
者
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。
会
議
で
は
、
今
年
度
の
主
要
な
活
動
と

政
策
・
制
度
要
求
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
、
お
よ
び
各
地
域
に
お
け

る
取
り
組
み
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
意
思
疎
通
を
図
り
ま
し
た
。 

会
議
の
後
半
は
、
東
京
新
聞
社
の
望
月
衣
塑
子
さ
ん
に
よ
る
「
メ
デ

ィ
ア
の
状
況
」
に
つ
い
て
学
習
会
を
行
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

年 

地
方
代
表
者
会
議
を
開
催 

９
月
20
日 

東
京
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス 

人
見
会
長
あ
い
さ
つ 

 

＜TEL＞ 03-5295-0507  ＜FAX＞ 03-5295-0541  ＜e-mail＞ ntr@sv.rengo-net.or.jp 

 

■発  行  日本退職者連合 

■発行人  野 田 那 智 子 

■連絡先  〒101-0062  

東京都千代田区神田駿河台 3-2-11 

ふれあい情報 
 

2023年 10月 10日（火） 第 370号 

運
動
方
針
の 

具
体
化
に
つ
い
て
提
起 

 

提起する野田事務局長 
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の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。 

 

以
上
の
取
り
組
み
を
提
起
後
、

質
疑
・
応
答
を
経
て
運
動
の
具
体

化
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
た
。 

   

大
阪
（
松
本
事
務
局
長
） 

 

カ
ジ
ノ
賭
博
場
開
設
阻
止
の

運
動
に
つ
い
て
、
当
該
団
体
が

「
カ
ジ
ノ
開
設
」
と
「
大
阪
万

博
開
催
」
に
反
対
し
て
い
る
の

で
、
連
合
と
の
現
退
一
致
の
取

り
組
み
に
な
り
に
く
い
。 

（
事
務
局
）
カ
ジ
ノ
賭
博
場
開

設
阻
止
に
つ
い
て
は
、
弁
護
士

会
等
と
意
見
交
換
を
し
て
、
退

連
の
運
動
と
し
て
取
り
組
ん
で

き
て
い
る
。
大
阪
万
博
に
つ
い

て
は
地
方
連
合
会
と
連
携
し
て

対
応
し
て
も
ら
い
た
い
。 

宮
崎
（
串
間
会
長
） 

 

「
健
康
保
険
証
廃
止
の
撤
回

を
求
め
る
団
体
署
名
」
の
取
り

組
み
は
、
大
切
な
問
題
な
の
で

個
人
署
名
の
取
り
組
み
や
政
党

へ
の
提
出
等
に
つ
い
て
検
討
し

て
も
ら
い
た
い
。 

（
事
務
局
） 

 

様
々
な
状
況
を
踏
ま
え
て
団

体
署
名
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
の
で
、
ご
理
解
願
い
た
い
。 

佐
賀
（
鍋
田
事
務
局
長
） 

 

厚
労
省
要
請
の
回
答
で
、
６

月
に
成
立
し
た
「
認
知
症
基
本

法
」
を
基
本
に
す
る
べ
き
と
思

う
が
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。 

「
成
年
後
見
制
度
」
の
内
容
は

問
題
が
あ
る
の
で
、
今
後
対
応

し
て
も
ら
い
た
い
。 

徳
島
（
坂
尾
事
務
局
長
） 

 

医
療
・
介
護
制
度
の
応
能
負

担
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
の
立

場
で
主
張
し
て
も
ら
い
た
い
。 

 
同
時
に
次
世
代
も
考
え
た
運

動
を
進
め
て
も
ら
い
た
い
。 

岡
山
（
森
本
会
長
） 

 

マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
制
度

自
体
の
議
論
を
現
役
役
員
と
一

緒
に
進
め
て
も
ら
い
た
い
。 

（
事
務
局
） 

 

年
金
・
医
療
・
介
護
保
険
制

度
等
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

い
た
だ
い
た
意
見
を
踏
ま
え
て

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。 

         

  

 
 

東
京
新
聞
社

の
望
月
衣
塑
子

さ
ん
を
講
師
に

招
き
開
催
し
ま

し
た
。
学
習
会
は
、
望
月
さ
ん

の
取
材
状
況
や
内
容
の
分
析
を

も
と
に
岸
田
内
閣
改
造
の
真
意

と
現
状
、
核
保
有
の
問
題
点
と

世
界
の
保
有
国
の
状
況
、
防
衛

費
予
算
7.7
兆
円
の
背
景
な
ど
国

会
や
政
府
内
の
動
向
に
つ
い
て

話
が
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
国

立
病
院
機
構
の
積
立
金
の
活
用

先
や
国
立
東
京
芸
術
大
学
の
予

算
逼
迫
に
よ
る
楽
器
売
却
や
設

備
処
分
な
ど
に
触
れ
、
若
い
人

や
働
く
人
が
夢
を
持
ち
、
平
和

を
守
る
た
め
の
メ
デ
ィ
ア
で
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。
な
ど
に
つ

い
て
共
有
し
て
学
習
会
を
終
了

し
ま
し
た
。 

        

  

退
連
か
ら
は
、
人
見
会
長
、
野

田
事
務
局
長
、
柴
山
幹
事
ほ
か

事
務
局
が
参
加
し
、「
食
」
の
安

心
・
安
全
を
中
心
に
要
請
を
行

い
ま
し
た
。 

人
見
会
長
よ
り
、「
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
へ
の
軍
事
侵
攻
な
ど
で
食

糧
関
係
の
値
上
げ
や
供
給
不
安

も
出
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
の
自

給
率
な
ど
に
つ
い
て
農
水
省
と

し
て
不
安
解
消
に
向
け
て
対
応

し
て
も
ら
い
た
い
」
と
要
請
し
ま

し
た
。
農
水
省
の
大
臣
官
房
政
策

課
菊
池
調
査
官
よ
り
、「
生
産
基

盤
の
活
性
化
や
輸
出
入
農
畜
水

産
物
の
検
疫
な
ど
厚
労
省
と
連

携
を
し
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。 

ま
た
、
食
料
自
給
率
を
上
げ
る

努
力
や
様
々

な
支
援
・
援

助
の
方
法
に

つ
い
て
検
討

す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え

て
い
る
」
と

の
考
え
方
が

示
さ
れ
、
再
度
「
食
」
の
安
全
と

地
域
の
活
性
化
を
要
請
し
て
終

了
し
ま
し
た
。 

  

 

公
明
党
へ

の
要
請
は
、
退

連
か
ら
人
見

会
長
、
野
田
事

務
局
長
他
事

務
局
が
参
加
。 

公
明
党
か

ら
は
佐
藤
衆

議
院
議
員
、
福

重
衆
議
院
議
員
、
安
江
参
議
院
議

員
他
事
務
局
が
対
応
し
ま
し
た
。 

人
見
会
長
よ
り
2023

年
度
政

策
・
制
度
要
求
内
容
の
防
衛
費
予

算
、
介
護
保
険
制
度
、
健
康
保
険

証
廃
止
反
対
の
取
り
組
み
な
ど

主
要
課
題
に
つ
い
て
説
明
し
、
そ

の
後
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。 

公
明
党
か
ら
は
「
要
請
内
容

に
つ
い
て
連
携
で
き
る
部
分
に

つ
い
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

と
く
に
高
齢
単
身
者
や
保
証
人

問
題
は
、
重
要
な
課
題
で
あ
る

の
で
厚
生
労
働
委
員
会
等
で
取

り
上
げ
て
い
き
た
い
」
な
ど
の

考
え
方
が
示
さ
れ
、
意
見
交
換

を
終
了
し
ま
し
た
。 

要
請
行
動 

「政
策
・制
度
要
求
」 

公
明
党 

9/14 

農
林
水
産
省 

9/12 

ブロック代表幹事 

新役員のご紹

高 芳晴さん 

（北陸ブロック・石川県） 

不慣れですので皆さんの

ご指導をよろしくお願い

します。 

質

疑

の

概

要 

 

「
メ
デ
ィ
ア
の
状
況
」 

学
習
会 

人見会長より菊池調査官に要請書手

交（中央）。左端：柴山幹事 

左より：福重衆院議員、安江参院議員、佐藤衆院議員 

望月衣塑子さん 


